
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「インクルーシブな保育・子育て」 

20 日日曜日の朝、羊蹄山に初雪が降りました。昨年よりも 12 日遅く、平年よりは 17 日遅

い初冠雪だそうです。この秋は暖かく感じる日が多い気がしますが、気象庁の長期予報では 12

月は雪が多いという予報が発表されています。冬の訪れも間近のようです。 

さて近頃、「インクルーシブ教育」という言葉を耳にすることがあると思います。北海道新聞

の教育欄に特集記事として掲載（10/22）されたので、読んだ方もいらっしゃると思います。

これからの学校教育や社会において重要な考え方として関心が集まっています。インクルーシブ

とは「包括的」という意味であり、「インクルーシブ教育」とは、障害や病気の有無、国籍や人

種、宗教、性別などの様々な違いや課題を超え、全ての子どもたちが同じ環境で一緒に学ぶ教育

のことを指します。同じように「多様性」「共生社会」という言葉も多く聞かれます。いずれ

も、“異なる個性や価値観を受け入れ互いに尊重しながら共に過ごす”という考え方に基づくも

ので、SDGs（持続可能な社会）の目標達成のためにも重要な概念です。 

幼児教育においては、幼稚園教育要領に「幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮し

て、幼児一人一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を行うようにすること」とあります。

さらに「１人１人の幼児が、将来、自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら（中略）持続可能な社会の創り手となる

ための基礎を培う...」とあり、幼児教育をインクルーシブ教育や SDGs の考え方に基づいて進め

ることが記されています。 

少し堅い話題になりましたが、日頃の保育や子育てにおいて、それぞれの子どもが持つ特性

を尊重し、お互いに助け合いながら過ごしていくこと、いろいろな人との関わりを大事にして

いくことがインクルーシブな保育・子育てにつながるものだと考えます。１０月は焼き芋パーテ

ィーでの高校生、手作り絵本作成の中学生、発表会前の小学校１年生などたくさん交流の機会が

ありました。きっとお互いの子どもたちにとって様々な刺激があったことでしょう。これからも

多様な人との出会い、経験を積み重ね、子どもたちの可能性を伸ばしていきたいものです。 

園長　菊地　博

えんだより 令和６年１０月３１日 

発行：ニセコ町幼児センター 

11 月の保育目標 

☆寒さに負けず 

元気に過ごす。 

☆さまざまな素材に触れ遊び

のイメージを広げる。 

かぼちゃをバックに 
はい、ポーズ！

きつね組
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幼児センターにお猿のみかん 
ちゃんがやってきました。今年度２回目の観劇 
行事として、各地で猿回しを公演している「お 
猿の森」（札幌）に来てもらいました。 
　幼児センターで猿回しを実施するのは初めて 
のことです。いろいろと繰り広げる技に子どもた 
ちは大喜び。難しい技の時は大きな声と拍手で応援し、ホールいっぱい大盛り

上がりになりました。芸が終わってからクラスごとに記念写真を撮りました。 

　７月に退任したニコラス先生の後任としてジミー先

生が英語タイムに来てくれました。今まで通り、加藤先

生と２人で楽しく英語を教えてくれます。 

ジミー先生はアメリカのサンフランシスコ出身だそ

うです。ジミー先生、よろしくお願いします！

＊１０月１１日（金）に焼き芋パーティーがありました。くま組

さんが下準備をしてくれた芋を皆で集めた落ち葉で焼き、

出来上がったやきいもはとってもおいしく、おかわりをするお

友だちもいました！楽しかったね！



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

　 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★おたすけまんのお手伝いありがとうございました。（３０日）★ 

　園庭のフェンス、滑り台、花壇、砂場の片づけなどを３０日に行いました。おたすけまんと

して４名の保護者の方がお手伝いにきてくださり、スムーズに作業することができました。 

ご協力ありがとうございました。

お知らせ・お願い 

 

☆冬の絵本の申し込みについて 

「冬の絵本」の申し込み書を配付しました。希望がある方は１１月１５日（金）まで

に袋に代金を入れて申し込みをしてください。 

 

☆予防接種について 

　　　予防接種を受けた後、３０分間は急な副反応が起こることがありますので、できる限

り降園後に受けていただきたいと思います。都合により、降園後に接種できない場合

は、予防接種後３０分間は、受けた院内または、ただちに連絡がとれる場所でお子さん

の様子を観察するようにしてください。 

 

☆健康診断 

　　　１０月２２日（火）に健康診断を行い、全員異常なしでしたのでお知らせします。 

 

☆年賀状について 

　諸般の事情により幼児センターでは、職員からの子ども達への年賀状は廃止しておりま

すのでご了承ください。 

 

ổỔಆổỜ఍ế᧼ỀậỖổ఍ếಆỀ

ニセコ中学校３年生（A 組・B 組）の皆さんが家庭科の

授業で制作した「手作り絵本」を持参し、１歳児から５歳

児までの各クラスで絵本の読み聞かせをしてくれまし

た。絵本のストーリーも自分で考えたものだそうです。 

３年生の半分以上が幼児センターを卒園した子ども

たちで、なつかしそうな表情で先生方と再会していまし

た。読み聞かせ以外にも一緒に遊んでくれ、皆大喜びで

した。ニセコ中学校３年生の皆さん、どうもありがとう！



 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　 
 

　 

 
 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

来年度の入園申し込み 

継続の場合も下記書類の提出が必要です 

　 短時間型 

　 ☆ 支給認定現況届 

   長時間型 

　 ☆（０～１歳児） 

支給認定申請書兼入園申込書 

　 ☆（２～４歳児）支給認定現況届 

　 ☆ 保育に欠ける事由の証明書類等 

　 関係書類の配布・提出期間 

　 　11月１日（金）～11月30日（土） 

　 入園募集説明会 

　　 11月１日（金）18時30分～ 

　 詳しくは別に配布するお便りを参照して 

ください。ご不明の点は事務室まで。 

 

 

☆「発表会」に伴う対応について 

１２月７日（土）は「発表会」（３～５才）の 

ため、長時間児の土曜保育はありません。 

また、未満児クラスはお休みとなりますので 

「家庭保育」をお願いいたします。 

１２月９日(月) は短時間児が振替休日と 

なります。宜しくお願いいたします。 

　　　　３月２４日（月）の卒園式も、卒園児 

（くま組）以外のクラスで家庭保育をお 

願いします。卒園児の兄弟姉妹は卒 

園式に参加することが可能です。 

「発表会」及び「卒園式」の詳細につ 

いては後日お知らせします。 
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１０月の避難訓練　　　２９日（火） 

センターでは毎月避難訓練を行っていますが、

今月は消防の方に来ていただき、「総合訓練」（通

常の避難＋119 番通報、消火訓練などより本当の

火災時に近い訓練）を行いました。子どもたちは

いつも通りにしっかりと避難することができ、消

防署員の方にほめられました。 

園庭に避難した後は、先生方による消火訓練を

行いました。５人の先生方が水が出る消火器で炎

の絵が付いたパネルを倒すと、子どもたちから大

きな拍手をもらっていました。 

訓練の後は消防車に乗せてもらったり写真を撮

ったり、また、ひつじ・くま組さんは婦人消防団

員の方による防災紙芝居で防災の勉強をしたり

と、楽しい時間を過ごすことができました。


